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司会 山本勇二 日本記者クラブ企画委員（東

京新聞論説委員） きょうは、リオ・オリンピ

ックでバドミントンのナショナルチームを担

当されました韓国出身の朴柱奉（パク・ジュボ

ン）監督にお越しいただきました。どうもあり

がとうございます。 

もう8月のことですけれども、バドミントン

で金メダルが1つ、銅メダルが1つということ

で、バドミントン史上、最初に金メダルが取れ

たというわけです。それで、繰り返し録画がさ

れて、皆さんもみられたと思います。 

まず、ここで朴柱奉監督のプロフィールをご

紹介したいと思います。少し手元に成績の一覧

があるんですけれども、どれを紹介していいか、

もう相当たくさんのものでありまして、1964

年のお生まれであって、いま51歳でいらっし

ゃいます。 

一番代表的なものは、1992年のバルセロナ

オリンピックで、男子ダブルスで優勝、それか

らその4年後ですが、アトランタオリンピック

で、今度は混合ダブルスで優勝というか、先ほ

どは金メダルですから、アトランタが銀メダル

という成績をおさめられました。 

韓国では、「複式の神」と言われているそう

です。つまりダブルスの名選手ということであ

るようです。で、国家代表チームには16年間

在籍をしたということです。 

あとは、指導者の経歴ですけれども、外国の

ほうに出られまして、最初はイングランドのナ

ショナルチームのコーチ、それからマレーシア

のナショナルチームコーチを経て、2004年の

11月から日本のナショナルチームのヘッドコ

ーチとして来ていらっしゃいます。ですから、

日本の指導歴は12年を越すということだと思

います。 

個人的な感想でもあるんですが、サッカーの

ナショナルチームは外国の監督が大体来てお

りまして、しかし、4年ぐらいで交代をするわ

けですね。しかし、朴監督の場合にはずうっと

日本にいらっしゃって、日本のチームが弱いと

きから指導されて、ここまで育てたということ

があります。 

きょうの進行ですが、まず朴監督に少しお話

をいただきまして、その後に私のほうから2

問なり3問、質問がございます。あとは会場の

ほうにマイクを回しますので、もちろん、競技

のことでも結構ですし、韓国と日本とのスポー

ツ交流のことでも結構なので、質問をしてくだ

さい。 

申しおくれましたが、私、本日の司会をいた

します日本記者クラブの企画委員で、東京新聞

論説委員の山本と申します。 

 

朴柱奉（パク・ジュボン）日本バトミントン代

表監督 まず、皆さま、こんにちは。私はバド

ミントンの国家代表チーム監督を務めており

ます朴柱奉と申します。このように日本記者ク

ラブにご招待いただきましてありがとうござ

います。 

まず、これまで厳しいトレーニングにもかか

わらず、それによく耐え抜いてくれ、そしてタ

イトなスケジュールにもかかわらず一生懸命

それに応えてくれた選手の皆さんに感謝をし

たいと思います。それから、最高の環境を整え

てくれたコーチングスタッフにも感謝を申し

あげます。そして、こういったプログラムを支

援してくれましたバドミントン協会の支援に

も感謝申しあげたいと思います。 

私も選手の時代のときに、大小さまざまな大

会に出場いたしました。そして、そこでいい成

績もおさめることができましたし、ということ

で、それなりに達成した喜びというものを実感

した経験を持っているものでございますけれ

ども、今回、日本の代表選手とともにトーマス

カップでも優勝いたしましたし、国際大会でも

優勝しました。そして今回、オリンピックでも
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金メダルを得ることができまして、非常に私は

運がよかったと思っております。 

こういった結果が出るまで、周りの支援とい

うものがございました。そういった支援があっ

たからこそオリンピックでの成果というもの

を手にすることができましたし、そういった成

果があったからこそ、本日、このように日本記

者クラブからのご招待も受けることができた

のだというふうに思っております。 

あらためて、日本記者クラブの皆さまにご招

待いただきましたことを感謝したいと思いま

す。 

きょうはどうぞよろしくお願いいたします。 

 

司会 朴柱奉監督、どうもありがとうございま

した。それでは、私のほうから質問を3つほど

いたします。 

最初の質問は、やはりリオ・オリンピックの

女子ダブルスのことです。決勝戦で相手がデン

マーク、16対19で、もうほとんど絶体絶命と

いうところで連続5ポイントを上げて逆転し

て優勝したわけです。私も、同時でみたのか録

画でみたのかちょっと記憶にないんですが、私、

素人ですけれども、最初、高橋さんと松友さん

は、スマッシュというか、相手に返すシャトル

を、どうも2人の選手の真ん中あたりに集めて

いたような気がするんですが、それが最後の5

ポイントのときは、前後左右に散らして、もの

すごく広範囲に使って、見事に点数を上げてい

ったと思います。 

あのときは監督としてどのようなお気持ち

であったのか、どんな指示を出したのか、そう

いうことを、もう一回リオのすばらしい瞬間を

思い出して、ちょっと説明していただくとあり

がたいです。 

作戦変え連続 5 得点 

朴 まず、最後の5ポイントのときですけれど

も、世界ランキング№.1の実力を遺憾なく発

揮できた、そういうときだったと思います。 

全体的に、最後の5ポイントだけではなく、

このオリンピックの期間中を通して言えるこ

とだったんですけれども、このダブルスの2

選手は、1人が調子がいいと片方がどうも調子

が悪い、そういうことがずっと続いていました。

ですので、決勝戦までは、お互いに調子のいい

ほうが調子の悪いほうをカバーしながら決勝

戦まで上がってきたんですけれども、最後の決

勝戦、特に5ポイントのところでは、2人が完

璧に調和をなして、点数につなげていったとい

うふうに言うことができます。 

デンマークの選手とは、これまでも何度も試

合をしておりました。ですので、もし最後にデ

ンマークの選手と対戦するということになれ

ば、金メダルは大丈夫であろうという自信はあ

りました。 

しかしながら、オリンピックというのは不思

議なもので、やはり決勝戦でもあり、またオリ

ンピックのプレッシャーというものもやはり

感じていまして、どうもスムーズに点が取れな

い、そういったところがございました。 

この最後の決勝戦、決勝戦の前半がうまく有

利に進めば試合展開も非常に楽だったんです

けれども、なかなかそういうふうにはならず、

非常にタイトな展開をしました。コートチェン

ジをしたときが11対10だったというふうに記

憶をしています。 

その後、14対10でリードをしていたんです

けれども、一度逆転された結果、それから続け

て点数をとられるということになりまして、先

ほどおっしゃったように、16対19という絶体

絶命のピンチを迎えることになったのです。 

そのときに、16対19になってサービス権が日

本側に回ってきたときに、これが勝負だ、ここ

で点が取れなければこれはもう厳しい、という

ふうに思ったわけです。 
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16対19になったとき、相手の体力が落ちて

きたなと、動きが鈍くなったというのは私ども

感じました。 

先ほど、山本さんもおっしゃいましたけれど

も、ゲームを展開するうえで、やはりシャトル

のコースというのが大事になります。で、それ

まではセンターに、2人の選手の間に集中して

いましたけれども、最後のこれは勝負だという

ことで、これは果敢にいくしかないということ

で、サイドを利用したコースに変えろというふ

うに指示を出しました。 

デンマークの選手は、確かに終盤になります

と体力は落ちていました。しかしながら、守備

の面で、特に体に近いところのシャトル処理で

ありますとかネットプレーはまだまだできる、

そういった段階でした。ですので、体から遠い

ところにシャトルを送る、そしてミスを誘発す

る確率を高める、そういった戦略に変えるとい

う指示を出したわけです。 

そして、そのときデンマークの動きが鈍くな

っていましたので、サービスにおきましても、

ロングサービスを中心に行うというふうに指

示をしました。 

全ての競技を通してですけれども、片方の選

手がコンディションが悪いときには片方がカ

バーをする、そういった形でやってきましたけ

れども、最後の5ポイントを取った、その過程

におきましては、コンビネーションも、それか

ら集中力も最高のものを発揮できた。それが世

界ランキング№.1の底力ではなかったかとい

うふうに思っております。 

 

司会 大変ありがとうございました。最後の

“伝説の5ポイント”ですね、やっぱりいろい

ろ知らないことも随分教えていただきまして、

大変参考になりました。 

それで、競技の話ももっと聞きたいんですけ

れども、いろいろ幅広くと思いましたので、2

問目は、日本のチームの監督を引き受けたとき、

2004年ですか、日本チームがどんな状態であ

ったのか。多分非常に弱かったんだと思います

が、それをここまで立て直したというときに、

どんなことを主に指導されたのか、それから、

このバドミントンの指導を通じて、日本と韓国

のスポーツ意識というか、何か違いを感じたこ

とがあったら、それもお話しください。 

12 年前は弱かった 

朴 私が日本代表選手の監督を引き受ける前、

私は外国でそういったナショナルチームのコ

ーチをしておりました。そのときに私が思った

ことは、日本の選手は能力はあるようにみえる

んだけれども、どうも勝負欲がない、あるいは

目標意識がないのではないかというようなこ

とを感じておりました。 

初めて私がナショナルチームのコーチを務

めて海外で試合をし、帰るときのことだったん

ですけれども、後ろのほうで選手が何か冗談を

言ったり笑ったりしていたのです。それをみて

私はとても怒りました。そして宿所に戻るや否

や集合させて、それこそ大変叱りました。 

その当時、2004年当時ですが、日本チーム

はオリンピックにたしか13人あるいは12人出

場したんですけれども、1人以外は全て1回戦

で負けてしまう、そういった状態だったんです

ね。 

それほど弱いチームでしたので、直ちに世界的

な選手に育てるというのではなく、ステップ・

バイ・ステップで目標をつくって進んでいこう

ではないかというふうに考えたわけです。 

私は、3つの目標をもって選手の育成に当た

りました。1点目はメンタルの強化、2点目は

フィジカル、体力の強化、3点目は技能、技術

の強化。こういった3つの目標をもって選手の

育成に当たったわけです。 

外国の試合に行っても、メダルよりも、まず
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ベスト8に進出しようではないかというふう

な目標を掲げたわけです。そのベスト8は、当

時ではやはりベスト8ですら日本にとっては

非常に大きな目標だったのです。それで、まず

ベスト8をやろうではないかということで、動

機付与を行いました。 

そういった目標を立てて、日本の代表チーム

の合宿強化訓練なども行ったんですけれども、

そういうことを行う中で、それぞれ皆さん会社

に所属していますので、会社のチームの反対に

も直面するというようなことになりました。 

しかしながら、こういった形でシステムを変え

ていかない限り強くなれないということで、こ

ういったやり方を進めていったわけです。 

そうやりながら2～3年トレーニングを続け

ていきましたら、やはりそれなりに選手にとり

ましての成果も出てきました。成果が出てくる

と、やはりそれが動機づけになって、選手も積

極的に練習に参加するといった形で、非常に好

循環が生まれまして、そしてトーマスカップの

優勝などを手にすることができるようになっ

たわけです。 

そういったことで、日本のバドミントンは、

いわゆるバドミントンの世界の辺境から中心

へと移っていき、そしてリオでの金メダルにつ

ながったのではないかというふうに考えてお

ります。 

日本と韓国の違いという質問がございまし

た。韓国は強力な代表チーム体制といったシス

テムが構築されているんです。で、システムと

して強力な代表チームを支援する、そういった

協会というのもございますし、そういったシス

テムが構築されているのに対し、日本は、実業

団だったり、会社、所属しているチームとの兼

ね合いなどがいろいろあって、代表チームへの

全幅的な支援といったものがやはり少し薄い

のではないかというような気がして、私、代表

チームの監督を務めておりますので、そういっ

た意味でもちょっと残念なところはございま

す。 

次に、選手の違い、韓国の選手と日本の選手

の違いですけれども、韓国の場合には、大きな

大会、例えばオリンピックでありますとか、ア

ジア大会でありますとか、世界選手権大会、こ

ういったところで優勝したり、メダルを取った

りしますと、政府からの支援というんでしょう

か、特典といったものが非常に手厚いものがあ

るんですね。ですので、韓国の選手はそういっ

た大きな大会でメダルを取ったり優勝したり

したいという目標を持っています。そういった

目標意識が非常に明確で、そこに向かって集中

的に挑戦をしていくといった、そういった姿勢

を持っています。 

日本の場合には、かつてはそういった意識が

非常に弱かったというふうに思っています。い

まはかなり変わりましたけれども、以前はメダ

ルを取るとか、記録を取るとか、そういった目

標意識が明確ではなかったなという印象があ

ります。しかしながら、最近はかなり変わりま

して、目標意識もメダルへの意欲といったもの

も非常にはっきりとしてきているというのが

今日ではないかと思います。 

 

司会 どうもありがとうございました。きょう

は1時間ということなものですから、私の質問

はここまでということにしまして、会場から質

問がある方は挙手をしていただいて、マイクの

前に行ってお話しください。その場合、所属と

ご氏名を明らかにしていただきたいと思いま

す。どなたかありませんか。 

先ほどの5ポイントのところですね。いろい

ろテレビの解説とかみていましたけれども、あ

のときに、朴柱奉監督がどんなことを言ったか

というのはなかなかあまり出てこなかった話

かなと思いますが、やはり非常に相手の動きを

みているな、集中力というのは、選手から監督
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全部が一体となったものかなと、いま感じまし

た。 

質問 日本では、名プレーヤーが必ずしも名監

督にならないという言葉もあるんですが、略歴

を拝見しますと、とんでもない天才だというこ

とがよくわかるんです。天才が指導をすると、

やはり天才の心がわかっていいのかなという

思いで、いま話を伺っていたんですが、指導す

るときに、自分自身は、さっき達成した喜びを

知っているという話をされましたが、名プレー

ヤーのほうが本当の指導者としては向いてい

るというふうにお考えでしょうか。 

スタッフ全員の力で 

朴 必ずしも名プレーヤーが名監督になれる

とは思いません。私は、選手生活を終えて引退

をし、そして大学で指導者もしておりました。

そのときに、国家代表選手のコーチの話もいた

だいたことがございます。ただ、そのときには、

私、選手生活は長くしておりましたが、指導者

としての指導哲学でありますとか、指導方法に

ついて自信がございませんでした。ですので、

国家代表選手のコーチの話はお断りをしたと

いうことがございます。 

その後、大学で初めて指導者としての教鞭を

とるということになり、その後、イングランド

ナショナルチーム、マレーシアナショナルチー

ムといった形で指導し、日本で12年間指導し

ているわけですけれども、そういった指導者と

しての自信、どうすれば選手を育てられるか、

といった自信というのは少しずつ身について

いくもので、最初から持てるものではないとい

うふうに思います。 

もちろん、いまも私は国家代表チームの監督

をやっていますけれども、それ以外にも、コー

チングスタッフであるとか、担当の専門コーチ

でありますとか、そういったシステムもござい

ますし、トレーナーシステムもあり、ビデオ分

析をする人もい、そしてコンディションをみる

人もいますし、栄養担当もいる、ウエートトレ

ーナーもいるといった形で、非常にさまざまな

スタッフと一緒に仕事をしています。いまでも

私はコート内でのトレーニング方法でありま

すとかに関しましては全面的に私が指導して

おりますけれども、やはり最近はスポーツ科学

化といった形で、さまざまなスタッフの力とい

うのが必要だというふうに考えています。そう

いった意味で多くのスタッフのアドバイスを

受けながら指導をしているのが現状でござい

ます。 

 

質問 私たちマスコミは、よく若手の選手につ

いて「天才」という書き方をするんですが、実

際には天分が実らないことがままあるんです

けれども、これまでの指導経験からみて、才能

があるのに大成しなかった選手というのは、何

が欠けていたか、あるいはどうやって指導して

やればこの人は大成するはずだったのに、とい

うふうに思われたことがあるとかいうのがあ

りましたら、そういう経験をお話しください。 

 

朴 天才というよりも、ほかの選手に比べてす

ぐれた能力を持っている選手、というふうに私

どもはみますけれども、そういった優秀な能力

を持った選手は、訓練をすると、指導者として

可能性がある選手というふうにみえるわけで

すね。 

指導者としての役割といったものも必要だ

と思うんですけれども、それにもまして本人み

ずからの努力もやはり必要だというふうに思

います。いくら世界的にすぐれた選手であって

も、やはり努力がなければ大成できませんし、

長きにわたって卓越した力というものを維持

することができないと思います。 

ですので、私は、誠実さ、つまり真面目さ、

誠実さ、そして努力、そして人格的な面、こう
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いったものを兼ね備えた選手が世界的にすぐ

れた選手になり得ると思いますし、持続的に、

長期にわたって高いレベルを維持することが

できると思います。 

よく優秀な可能性のある選手であっても、早

く開いて早く散ってしまうという、そういった

選手がやはりいるんですけれども、私は、指導

者としての管理、アドバイスがきちんとでき、

そして、そういったアドバイスを感じられるよ

うにすべきだなというふうに思っています。そ

うやって選手を正しい方向に導いていくこと

が必要なのではないかと思っております。 

司会 ありがとうございました。 

 

質問 何かさっきから「天才、天才」というこ

とで片づけておられるけれども、この成績をみ

ると、もうすさまじい、まあ天才ということな

のかもしれない。ご自分でご自分を分析すると、

どういうことになりますか。なぜ自分は強かっ

たのか。これはみんな知っている話かもしれな

いけれども。 

それと、あなたを育てたのは誰なのか、その

人は故人であるのか、どういう人だったのか、

ちょっと教えていただければと思います。 

高橋・松友ペアは連覇できる 

朴 私、バドミントンの選手生活をやってまい

りましたけれども、私が最初に国家代表選手に

なったとき、実にバドミントンというのは韓国

でも全く人気のない種目でありました。私が国

家代表選手になったときに、いまは男女の代表

選手というのは50人ぐらい、日本も男女合わ

せて50人ぐらいいますけれども、当時、男子

選手4人、女子選手4人しか国家代表選手はい

なかったのです。それこそ選手村でも実に冷遇

をされたというか、冷たい視線にさらされるよ

うな、そういった状況でございました。 

そういったことで、とても寂しい思い、つら

い思いをしておりましたけれども、そういう中

でオリンピックでありますとか、アジア大会で

ありますとか、それから世界選手権大会であり

ますとか、そういった大きな大会で優勝しなく

ては認めてもらえないんだな、優勝すれば認め

てもらえるんだなというふうにだんだん思う

ようになっていったんですね。 

そして、当時、引退しても、バドミントン選

手でありますと、職業的に安定した職業ではあ

りませんので、そういった大きな大会で優勝し

ますと、政府からの年金制度といったものも支

給を受けることができますし、そういった年金

制度があったことも一つの動機づけになった

と申しあげることができます。 

私、16年間、国家代表選手を務めてきまし

たけれども、多くの国際大会で優勝をいたしま

した。やはり優勝に対する渇望といいますか、

それから挑戦、そして周りの人が期待をしてく

ださいますので、その期待に応えたいという思

い、そういったものがありまして努力を続けた

ということがございます。 

あともう一つ大きかったのは、父です。父が

私をずっと支えてくれたということがありま

す。高校のときからいろいろアドバイスをして

くれましたし、選手生活を行う中で、自分をき

ちんとコントロールできずしてなぜ相手に勝

てるか、というようなことで、私は何度も父か

ら叱られました。高校、大学を通じて、そうい

ったさまざまなスポーツに対しても、それ以外

に対しても、さまざまな指摘をしてくれた、そ

ういった父の存在は非常に大きかったと思っ

ています。 

いまも、日本の監督を私、務めておりますが、

日本のことについてもいろいろ、いまでも、高

齢になりましたけれども、ちゃんとみてくれて

いまして、例えば代表チームの運営についてア

ドバイスをしてくれたりとか、そういったこと

もございます。 
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質問 高橋・松友ペアのことについて、改めて

とは思うのですが、お伺いしたいと思います。 

2つあります。1つは、松友選手なんですが、

いままでの経験が生きたというようなことを

コメントされていますが、金メダルを獲得でき

たうえで、松友選手のオリンピックを通しての

成長した点というのは、どこだったのかという

ことを改めてお聞かせ願いたいのが一点。 

もう一点が、4年後、地元東京で開かれるオ

リンピックに向けて、高橋・松友ペアは、なか

なかそう簡単にすぐ「4年後も頑張ります」と

おっしゃる感じではなく、一つ一つというよう

なことをおっしゃっておりますが、その可能性

と申しますか、技術的なこと、体力的なこと、

それとメンタルのうえで、彼女たちがこれから

さらにどういったところを課題として、さらに

レベルアップをしていくその先に、また東京オ

リンピックでの活躍があるとお思いでいらっ

しゃるか。 

先ほど、長く活躍される選手には、そういう

人格的な面も必要になってくるというような

お言葉もあられましたけれども、そういったこ

とも含めて、彼女たちのこれからの課題といい

ますか、期待といいますか、どのようなお考え

でまた指導されていくおつもりかをお聞かせ

ください。お願いいたします。 

 

朴 まず、この2人の選手ですけれども、この

2人ともオリンピックは初めてでした。初めて

のオリンピックに参加したということで、非常

に大きな経験をしたと思います。まずは、プレ

ッシャーを克服する方法といったものを学ん

だと思います。 

それから、松友選手ですけれども、自分のプ

レーの中で、特にネットプレーに自信を持った

と思っております。どうすればネットプレーを

うまくできるかというコツをつかんだのでは

ないかと思っております。 

そして4年後ですけれども、まずは十分連破

の可能性はある、連破を期待できると思ってお

ります。 

この高橋・松友ペアのプレースタイルなんで

すけれども、この2人の選手のプレースタイル

は、パワー中心、力で押す、そういったプレー

スタイルではありません。ローテーション、つ

まり守備と攻撃のバランスが非常にあんばい

のいい、そういったローテーション中心の試合

運びをする、そういった選手です。もし、攻撃

中心の選手ということになりますと、いろいろ

負傷のおそれ、けがのおそれなども出てくるん

ですけれども、攻撃よりもローテーション中心

の、つまり体力的にも温存でき――もちろん体

力はこれからさらに強化はするとは思います

けれども――攻撃中心の選手よりも体力の温

存ができ、そういった意味でこれからもまだま

だ勝機があるというようなプレースタイルだ

と思っております。 

東京では男子も飛躍 

質問 ロンドン、リオと女性選手のメダルが続

いていますが、次の東京に関しては男子選手の

メダルも期待がかかってくると思うんですが、

その辺に関して、可能性について監督としてど

うお考えでしょうか。 

 

朴 実際、東京オリンピックということになり

ますと、私が監督を務めるかどうかというのは

まだ決まっておりません。現在、協会と監督の

契約について協議中ですので、まだそこは確定

しておりませんが、もし私が東京オリンピック

で監督を務めるということになりましたら、こ

ういうふうなことを申しあげたいと思います。 

いま、男子選手の活躍についてご質問されま

したけれども、これまで、バドミントンに関し

ましては、常に女性が先だったんですね。成績

も女性がずっと先んじていましたけれども、ト
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ーマス杯で初めて男子が非常に高いレベルの

成績を残したということがございました。 

今回も女子選手がメダルを取ったのに比べ、男

子選手は遠藤・早川選手が5位にとどまってわ

けです。この場でこういうことを申しあげるの

は非常につらいですけれども、桃田選手がああ

いった不祥事で出られなかったというのは非

常に残念でございます。いまは桃田選手も深く

反省をし、所属チームで訓練に邁進していると

いうふうに聞いております。ですので、もしも

桃田選手が深く反省をし、人間的にも成熟をし

て、このバドミントンの世界に戻ることができ

れば、日本のバドミントンの力というものもメ

ダルに近くなるので、挑戦する機会を得ること

ができるのではないかと思いますし、東京オリ

ンピックでもそうなりますと、可能性があるの

ではないかと思っております。 

やはり男子選手の力も上がってきて初めて

女子選手も安定的にいまの力を維持すること

ができるのではないかなと考えております。 

司会 はい、ありがとうございました。ほぼ、

定刻に近づいたわけですが、朴監督の活躍は韓

国でも大変大きく報道されまして、数カ月前の

新聞ですけれども、朝鮮日報の別刷りの「ＷＨ

Ｙ？」という、これの表裏に、裏の優勝した瞬

間に抱き合っているような写真も含めて、出て

おります。このメインの見出しは、これは韓国

の誇らしさも書いてあるんでしょうけれども、

「日本を熱狂させたテヌンスタイル」。「テヌ

ン」というのは何かと伺いましたら、合宿があ

る場所の地名だそうで、ナショナルチームを育

てる合宿所のスタイル。さっき、ずっと監督が

お話しになりましたけれども、国家代表を育て

るためのスタイルを日本がうまく使ったと。 

それから、小さな見出しでしたが、笑ってし

まう感じですけれども、「イルボンティメ ク

ンソンウル マンゥルダ」（日本チームに根性

をつくってあげた）ということでありまして、

日本の「根性」と韓国の「クンソン」はどちら

が強いか、まあ、両方強ければもっといいわけ

ですけれども。 

それで、あと、監督からちょっとお話があっ

たか、記憶が正確ではないんですけれども、こ

の監督の下でコーチをされている方、中国人の

方がいらっしゃって、この方は日本国籍をとら

れたそうですが、それからインドネシアの方も

いらっしゃる。つまり、世界で一番強い国のコ

ーチが集まっているということですから、それ

に合宿形式、科学的なスポーツの理論が加われ

ば最高に強いのだろうと思います。 

それから最後ですけれども、きょう監督とお

会いして、ちょっと感動したことがありまして、

事前に質問を全然伝えていなかったんですけ

れども、監督は大体こんなことを聞かれるであ

ろうということで、ハングルで数枚ちゃんとメ

モをしっかりつくってこられているんですね。 

それから、いまの質問のところを全部メモさ

れていらっしゃいます。ですから、非常に準備

万端な方ではないかと思いました。それも多分、

日本チームが躍進した大きな理由ではないか

と思いました。 

実は監督は、大分日本語はおできになるよう

なので、必要なところだけ通訳しているという

感じではありますね。 

それでは、本当に最後になりましたので、こ

れは恒例ですけれども、揮毫をしていただきま

した。「イルボヌィ バドミントニ セゲウィ 

バドミントンイ チュンシムロ」（日本のバド

ミントンが世界のバドミントンの中心になれ）、

こういうことですね。大変、これは東京オリン

ピックに向けた力強い宣言かなと思います。 

それでは、時間になりましたので、本当にきょ

うはありがとうございました。（了） 


